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科目名

脳血管障害の理学療法～
立位から歩行

脳血管障害の理学療法～
立位から歩行

キーワード：歩行練習
参照：理学療法プログラムデザイン、 p.68-111

準備学習キーワード　使用教科書掲載箇所（ページ等）

脳血管障害の理学療法～
臥位から座位

脳血管障害の理学療法～
座位から立位

キーワード：立ち上がり練習、立位練習
参照：理学療法プログラムデザイン、 p.38-67

キーワード：上下肢体幹の低緊張、上下肢の分離運動、寝返り〜座位練習
参照：理学療法プログラムデザイン、 p.2-37

キーワード：歩行練習
参照：理学療法プログラムデザイン、 p.68-111

神経系障害
理学療法治療学

キーワード：Brunnstrom Recovery Stage、12段階片麻痺回復グレード
参照：理学療法評価学第6版、p.261-283

キーワード：上下肢体幹の低緊張、上下肢の分離運動、寝返り〜座位練習
参照：理学療法プログラムデザイン、 p.2-37

キーワード：立ち上がり練習、立位練習
参照：理学療法プログラムデザイン、 p.38-67

脳血管障害の理学療法～
座位から立位

キーワード：良肢位・ポジショニング・基本動作・三角巾
参照：授業配布資料

教員からの
メッセージ

・「神経系障害の特性と対応」「神経系障害基礎理学療法学」「神経系障害理学療法評価学」の授業内容が基礎となって
います。相互の科目どうしの関連を各自で予習や復習し、確認しながら授業に臨んでください。
・授業で演習した内容は時間内で身につくものではありません．必須となる技術や手技ですから、授業中にはしっかりと理
解して、各自練習時間を設けて今後の臨床においては間違いなく実施できるようにしておきましょう。

キーワード：脳卒中，パーキンソン，運動失調
参照：理学療法プログラムデザイン、 p.2-122，理学療法評価学第6版、p.261-283、p.346-
349、各授業配布資料

キーワード：脳卒中，パーキンソン，運動失調
参照：理学療法プログラムデザイン、 p.2-122，理学療法評価学第6版、p.261-283、p.346-
349、各授業配布資料

総合実技試験

総合実技練習

準備学習ポイント一覧

パーキンソン病および運
動失調に対するの理学療
法評価

キーワード：ヤールの重症度分類、神経学的検査、四肢ROM-T、起立負荷試験、Barthel
index、ロンベルグ試験、四肢運動失調検査、身体バランス検査など
参照：理学療法評価学第6版、p.346-349

授
業
計
画

脳血管障害の治療(急性
期)の基礎および歩行に
ついて

脳血管障害の機能障害
に対する評価

PNF（固有受容性神経筋
促通法）

授業項目

評価と治療の原則
片麻痺機能検査

脳血管障害の理学療法～
臥位から座位

Brunnstrom

パーキンソン病および運
動失調に対する理学療法

キーワード：SIAS・BBS・FRT・TUG
参照：授業配布資料

キーワード：すBrunnstromの治療理論、評価、治療技術
参照：授業配布資料

キーワード：PNF、Bobathの治療理論、評価、治療技術
参照：授業配布資料

キーワード：すくみ足、突進現象、小刻み、方向転換、寝返り、起き上がり
参照：理学療法プログラムデザイン、 p.112-122
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